
（別紙３）

～ R8　年　１　月　３０　日

（対象者数） 24 （回答者数） 23

～ R8　年　１　月　３０　日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・児童一人ひとりの特性や課題を踏まえながら、自立に向け
た支援をより充実させていく。
・学校や家庭と連携を図りながら、児童が安心して活動でき
る環境作りを進めるとともに、将来の社会生活を見据えた支
援内容の充実に努めていく。

2

・図書館の利用や教材の種類を増やすなど、子どもの興味や
発達を促す環境作りを進めるとともに、職員自身の専門性の
向上にも努めていく。

3

・運動遊具や教材の充実を図るとともに、職員が研修に参加
することで支援の質の向上を目指していく。また、活動内容
が曜日や偏ったり、固定化されないよう計画的にプログラム
を構成していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・面談の時などを活用して、周知するようにしていく。

2

保護者支援の充実を図るため、ペアレントトレーニングを実
施できるよう外部研修等に積極的に参加し、職員の知識や技
術向上を目指す。

3

○事業所名 障害児通所支援　みによん

○保護者評価実施期間 R8　年　１　月　５　日

○保護者評価有効回答数

R8　年　１　月　５　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8　年　３　月　５　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・各種マニュアルは作成しているものの、保護者への周知が十
分とは言えない部分がある。

・マニュアルに基づいた訓練や対応は実施しているが、保護者
への説明や共有の機会が限られており、十分な理解や周知に繋
がっていない可能性がある。

・ペアレントトレーニングを含め、保護者や家族が参加できる
研修や学習の機会が十分に確保できていない。

・親子で参加できる行事は企画しているものの、事業所独自の
研修の実施には至っていない。また、ペアレントトレーニング
の研修にも参加できていない状況がある。

発達段階や個々の特性に応じて様々な経験ができるよう、日々
の活動の中で課題活動や行事等と取り入れている。活動を通し
て子どもたちが様々な経験を積み重ねることができる環境を整
え社会性や自主性の育成に繋げる支援を行っている。

・学齢期の児童が安心して過ごせる居場所作りを大切にしなが
ら、学校出井克や日常生活に必要な力を育む支援を行ってい
る。宿題や個別課題の時間を設け、集中して取り組む習慣を身
に付けられるよう支援している。また、集団活動の中では友達
との関わり方やルールを学ぶ機会を設け、コミュニケーション
能力や社会性の向上につながるよう配慮している。

読み聞かせ等の活動を通して、言葉への興味関心を高めるとと
もに、日常生活に必要なルールやマナーについても学ぶ機会を
設けている。
知識や興味の幅を広げ、社会性の基礎を育むことを大切にして
いる。

・紙芝居や絵本だけではなく、パネルシアターなど視覚的にも
わかりやすい教材を積極的に取り入れている。子供の興味関心
を引き出しながら、楽しんで活動に参加できる教材の工夫をし
ている。

子どもたちが様々な経験を積むことができるよう、日々の活動
の中に個別課題や行事等を取り入れている。楽しみながら取り
組める活動を通して達成感や成功体験を積み重ねられるよう工
夫している。

・季節ごとの製作活動や集会をはじめ、発達段階に応じた個別
課題やリトミック、運動遊びなそ集団活動も取り入れている。
活動を通して成功体験を増やし、自己肯定感の向上を図る支援
を行っている。また、⾧期休暇中は、見学活動や体験活動を設
け、社会経験を広げる機会をつくっている。

事業所における自己評価総括表公表


